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備考 用紙の大きさは，日本工業規格 A4 とすること 

 

個  別  事  項 

当該個別事項に係

る案の名称 
案１ 

開発事業の名称 建設発生土のリサイクルプラントを設置するため 

種別： 区画形質の変更 工作物の新築・改築・増築・移転・用途の変更 水面の埋立等 その他 

開発事業の目的 建設発生土のリサイクルプラントを設置するため 

構想の内容 現況地目が原野である区域内における面積約 6,729 ㎡において、最大高さ６ｍ（最

長部分）、横 30ｍの移動式リサイクルプラントを設置し、建設発生土のリサイク

ル場として利用する。なお、現地盤での事業を行うことから造成は行わない。 

周辺の景観を損なうことのないように、残置森林及び緑地で３０％以上確保する。 

事業区域の位置 仙台市太白区秋保町境野字羽 49-2、50-1、50-2 

周辺地域における

土地利用の現況 

添付図面案１のとおり 

周辺地域における

環境の状況 

埋蔵文化財包蔵地に該当するため、埋蔵文化財課と協議 

計画地は、動物・植物の重要な生息域には該当しない。 

計画地は、学術上、重要な地形・地質・自然現象には該当しない。 

計画地は、自然景観資源には該当しない。 

周辺地域の仙台市

基本計画等におけ

る位置付け 

・仙台市基本計画：区ごとの地域つくりの方向性：⑤秋保地域に位置付けられて

いる。 

・仙台市環境基本計画（杜の都環境プラン）：「西部丘陵地・田園地域」に位置付

けられている。 

・仙台市都市計画マスタープラン： 事業区域は，「自然環境保全ゾーン」に位置

付けられている 

・仙台市みどりの基本計画：「自然とまちをつなぐみどり」に位置付けられている。 

周辺地域における土

地利用の規制の状況 

・埋蔵文化包蔵地に該当し、設備の設置が生じるため、文化財課に届け出が必要。 

周辺地域における

土地利用方針の内

容 

◇事業者が配慮すべき基本的な事項：郊外部・森林保全区域に該当。 

◇補完事項： 自然環境の保全，森林の連続性の維持，野生生物被害の回避， 

身近な自然環境の保全，景観形成に関する配慮，移動手段に関す 

る配慮に関し，適切な措置を講ずる必要がある。 

備考 １ 個別事項に係る表は，検討した各案ごとに作成すること 

   ２ 添付図面 

     (1)事業区域の位置を明らかにした縮尺１：25,000 以上の位置図 

     (2)周辺地域における土地利用の現況を明らかにした縮尺１：25,000 以上の平面図 

   ３ 用紙の大きさは，日本工業規格 A4 とすること 
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個  別  事  項 

当該個別事項に係

る案の名称 
案２ 

開発事業の名称 建設発生土のリサイクルプラントを設置するため 

種別： 区画形質の変更 工作物の新築・改築・増築・移転・用途の変更 水面の埋立等 その他 

開発事業の目的 建設発生土のリサイクルプラントを設置するため 

 

構想の内容 現況地目が原野である区域内における面積約 6,729 ㎡において、最大高さ６ｍ（最

長部分）、横 30ｍの移動式リサイクルプラントを設置し、建設発生土のリサイク

ル場として利用する。なお、現地盤での事業を行うことから造成は行わない。 

周辺の景観を損なうことのないように、残置森林を 20％以上確保する。 

事業区域の位置 仙台市太白区秋保町境野字羽 49-2、50-1、50-2 

周辺地域における

土地利用の現況 

添付図面案２のとおり 

 

周辺地域における

環境の状況 

埋蔵文化財包蔵地に該当するため、埋蔵文化財課と協議 

計画地は、動物・植物の重要な生息域には該当しない。 

計画地は、学術上、重要な地形・地質・自然現象には該当しない。 

計画地は、自然景観資源には該当しない。 

周辺地域の仙台市

基本計画等におけ

る位置付け 

・仙台市基本計画：区ごとの地域つくりの方向性：⑤秋保地域に位置付けられて

いる。 

・仙台市環境基本計画（杜の都環境プラン）：「西部丘陵地・田園地域」に位置付

けられている。 

・仙台市都市計画マスタープラン： 事業区域は，「自然環境保全ゾーン」に位置

付けられている 

・仙台市みどりの基本計画：「自然とまちをつなぐみどり」に位置付けられている。 

周辺地域における土

地利用の規制の状況 

・埋蔵文化包蔵地に該当し、設備の設置が生じるため、文化財課に届け出が必要。 

周辺地域における

土地利用方針の内

容 

◇事業者が配慮すべき基本的な事項：郊外部・森林保全区域に該当。 

◇補完事項： 自然環境の保全，森林の連続性の維持，野生生物被害の回避， 

身近な自然環境の保全，景観形成に関する配慮，移動手段に関す 

る配慮に関し，適切な措置を講ずる必要がある。 

備考 

 １ 個別事項に係る表は，検討した各案ごとに作成すること 

 ２ 添付図面 

  (1)事業区域の位置を明らかにした縮尺１：25,000 以上の位置図 

  (2)周辺地域における土地利用の現況を明らかにした縮尺１：25,000 以上の平面図 

 ３ 用紙の大きさは，日本工業規格 A4 とすること 


